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計
画
改
定
の
考
え
方

　

区
教
育
委
員
会
は
、
平
成　

年
度

１６

に
「
杉
並
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
、　

年
度
を
目
標
に
重
点
的
に

２２

取
り
組
む
施
策
の
方
向
性
を
示
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
す
る
た
め
に
、　

年
度
に
「
杉

１７

並
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
計
画
（
平

成　

～　

年
度
）」
を
策
定
し
、
杉
並

１７

１９

師
範
館
の
設
立
、
学
校
支
援
本
部
の

設
置
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
学

校
評
価
に
お
い
て
、
教
師
が
わ
か
り

や
す
い
授
業
を
し
て
い
る
割
合
や
保

護
者
・
地
域
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

体
制
が
整
っ
て
い
る
割
合
が
上
昇
す

る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
教
育
改
革
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

計
画
（
平
成　

～　

年
度
）」
を
策
定

２０

２２

し
、
目
標
年
度
で
あ
る　

年
度
に
向

２２

け
て
、
集
大
成
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

目
標
と
主
な
事
業

◇
指
導
教
授
制
の
実
施

　

若
手
教
員
の
育
成
・
支
援
の
た
め
、

各
分
区
に
「
指
導
教
授
」
を
配
置
し
、

年
間
を
通
し
て
継
続
的
に
巡
回
指
導

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
指
導
力
・
対

応
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◇
授
業
力
向
上
支
援
事
業
の
実
施

　

教
科
等
の
授
業
力
に
優
れ
て
い
る

「
認
定
講
師
」
に
よ
る
巡
回
相
談
や

模
範
授
業
の
公
開
、
希
望
す
る
教
員

が
指
導
主
事
や
校
長
Ｏ
Ｂ
か
ら
年
間

を
通
じ
て
指
導
法
を
学
ぶ
「
授
業
力

向
上
塾
」
の
実
施
に
よ
り
、
教
員
の

資
質
向
上
と
力
量
形
成
を
図
り
ま

す
。

◇
三
〇
人
程
度
学
級
の
実
施

　

小
学
校
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
以
上

に
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
た
め
、

　

年
度
は
一
・
三
年
生
で
、　

・　

２０

２１

２２

年
度
は
一
～
四
年
生
で
三
〇
人
程
度

学
級
を
実
施
し
ま
す
。

◇
小
中
一
貫
・
幼
小
連
携
教
育
の
推

進

　

児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
と
生
き

る
力
を
育
む
た
め
、
小
学
校
と
中
学

校
の
九
年
間
に
わ
た
っ
て
連
続
性
の

あ
る
教
育
を
二
所
で
先
行
実
施
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
幼
児
期
か
ら
学
齢
期

へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
た
め
、
幼

小
連
携
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

◇
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

障
害
等
に
よ
り
教
育
上
特
別
の
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対
し

て
よ
り
適
切
な
教
育
を
行
う
た
め
、

情
緒
障
害
学
級
を
増
設
す
る
と
と
も

に
、
通
常
学
級
に
お
い
て
、
介
助
員
・

介
助
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
員
、
新

た
に
学
習
支
援
教
員
の
配
置
を
行
い

ま
す
。

◇
学
校
評
価
の
充
実

　

教
員
・
地
域
住
民
・
保
護
者
な
ど

に
よ
る
学
校
評
価
の
充
実
や
、
外
部

の
専
門
員
に
よ
る
第
三
者
診
断
の
実

施
に
よ
り
、
学
校
の
経
営
力
向
上
を

進
め
ま
す
。

◇
副
校
長
二
人
制
の
任
用

　

教
員
系
の
副
校
長
に
加
え
、
事
務

系
職
員
に
よ
る
二
人
目
の
副
校
長
を

配
置
し
、
学
校
の
経
営
力
強
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
教
員
が
指
導
に
専

念
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

◇
学
校
支
援
本
部
の
拡
充

　

教
育
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実
を

図
る
た
め
、
保
護
者
・
地
域
住
民
に

よ
る
学
習
支
援
活
動
や
安
全
防
犯
活

動
な
ど
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
活
動

を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
連
絡
・
日

程
調
整
を
担
う
「
学
校
支
援
本
部
」

の
設
置
を
支
援
し
、
地
域
と
の
協
働

に
よ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
地
域
運
営
学
校
の
拡
充

　

保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
が
、「
学

校
運
営
協
議
会
」
を
通
じ
て
、
一
定

の
権
限
と
責
任
を
持
っ
て
学
校
運
営

に
参
画
す
る
「
地
域
運
営
学
校
」
の

設
置
を
拡
充
し
、
地
域
に
開
か
れ
、

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

◇
学
校
規
模
の
適
正
化
・
適
正
配
置

　

将
来
に
わ
た
る
児
童
生
徒
数
の
動

向
を
見
据
え
、
学
校
の
適
正
規
模
を

確
保
し
、
子
ど
も
に
望
ま
し
い
教
育

環
境
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、
適
正

配
置
を
進
め
ま
す
。

◇
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
推
進

　

既
存
校
に
お
い
て
、
校
舎
の
屋
上

緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
、
エ
コ
ス
ク

ー
ル
（
環
境
共
生
型
学
校
）
化
を
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
校
庭
の
芝

生
化
や
地
中
熱
・
太
陽
光
な
ど
を
利

用
し
た「
ま
る
ご
と
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」

に
向
け
、
新
校
舎
の
建
設
・
改
築
を

進
め
ま
す
。

◇
科
学
館
基
本
構
想
の
推
進

　

科
学
に
関
す
る
区
民
の
生
涯
学
習

の
拠
点
と
な
る
新
し
い
科
学
館
の
整

備
に
向
け
て
、
科
学
館
基
本
構
想
を

推
進
し
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
体
制
の
整
備

　

老
朽
化
が
進
ん
だ
地
域
体
育
館
の

改
築
や
運
動
場
の
人
工
芝
の
張
り
替

え
、
総
合
陸
上
競
技
場
の
建
設
に
向

け
た
調
査
検
討
な
ど
と
と
も
に
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設

を
支
援
し
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

計
画
の
改
定
案
の
全
文
は
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
左
記
の
閲
覧
場

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

人が育ち
人が活きる
杉並区

ご意見をお寄せください
①
ハ
ガ
キ
、
封
書
ま
た
は
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
用
紙
に

書
い
て
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
３
月　

日
ま
で
に

２５

教
育
改
革
推
進
課
胃
５
３
０
７
倆
０
６
９
２
へ
。

②
ご
意
見
に
は
、
住
所
・
氏
名
（
在
勤
の
方
は
勤
務
先
の

名
称
と
所
在
地
、在
学
の
方
は
学
校
名
と
所
在
地
）、
事
業

者
の
方
は
事
業
所
の
名
称
と
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
も

書
い
て
く
だ
さ
い
。

③
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、
ご
意
見
を
書
き

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
開
設
期
間
】
３
月　

日
㈫
～　

日
㈫

１１

２５

【
閲
覧
場
所
】
教
育
改
革
推
進
課
（
区
役
所
東
棟
六
階
）、

区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区
民
事
務
所
・
分

室
、
駅
前
事
務
所
、
図
書
館

 
※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る

区
の
考
え
方
な
ど
は
、
５
月
に
「
広
報
す
ぎ
な
み
」
な

ど
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

「「教教育育ビビジジョョンン推推進進計計画画」」のの改改定定をを
進進めめてていいまますす

目標Ⅱ
質
の
高
い
教
育
を

行
い
ま
す

目標Ⅲ
学
校
の
経
営
力
を

高
め
ま
す

目標Ⅳ
地
域
と
協
働
す
る

学
校
を
つ
く
り
ま
す

目標Ⅴ
学
校
の
教
育
環
境
を

整
え
ま
す

目標Ⅵ
共
に
育
つ
豊
か
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
す

目標Ⅰ
力
の
あ
る
教
師
を

育
て
ま
す

「教育ビジョン推進計画」の改定「教育ビジョン推進計画」の改定をを
進めていま進めていますす

区教育委員会は、教育改革を推進していくため、「杉並区教育ビジョン推進計
画」の改定について、検討を進めてきました。このたび、計画の改定案（平成
２０〜２２年度）ができましたので、概要をお知らせするとともに、「杉並区自治
基本条例」に基づく区民等の意見提出手続により、皆さんのご意見をうかがい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　害害問い合わせは、教育改革推進課へ。

▲区独自の教師養成塾
　「師範館」

▲ファミリー駅伝
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４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

の
資
格
が
変
更
に
な
り
ま
す

◇　

歳
以
上
の
方
は
後
期
高
齢
者
医

７５療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
国
民
健
康
保
険
資
格
は
喪

失
し
ま
す

◇
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
が

　

歳
ま
で
と
な
り
、　

歳
以
上
の

６４

６５

方
は
一
般
の
被
保
険
者
証
に
変
わ

り
ま
す

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
年
金
を
受

給
し
て
い
る　

歳
以
下
の
方（
本
人
）

７４

と
そ
の
被
扶
養
者
は
退
職
者
医
療
制

度
で
医
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
そ
の
対
象
と
な
る
年
齢
が

　

歳
以
下
に
変
わ
り
ま
す
（
退
職
者

６４医
療
制
度
「
本
人
」
が　

歳
に
な
る

６５

と
、「
被
扶
養
者
」
の
方
は　

歳
前
で

６５

も
一
般
の
被
保
険
者
証
に
な
り
ま

す
）。

保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

左
表
に
該
当
す
る
方
に
は
、
新
し

い
被
保
険
者
証
を
３
月
中
に
お
送
り

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
届
出
な
ど
の

手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
　

年
９
月　

日
ま
で
に　

歳
に
な

２１

３０

７５

る
方
、
ま
た
は　

歳
に
な
る
退
職
被

６５

保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
有

効
期
限
の
前
に
、
順
次
新
し
い
被
保

険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

ご
自
身
で
処
分
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
な
お
、高
齢
受
給
者
証
は
、

国
保
年
金
課
国
保
資
格
係
（
区
役

所
東
棟
二
階
）、
区
民
事
務
所
・
分

室
、
駅
前
事
務
所
に
お
返
し
く
だ

さ
い
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
資
格
係

問

４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
の
給
付
が
変
わ
り
ま
す

◇
病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
負
担

割
合
が
変
わ
り
ま
す

　

乳
幼
児
の
患
者
負
担
軽
減
措
置
に

よ
り
、
病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う

負
担
割
合
が
二
割
と
な
る
年
齢
が
、

現
在
の
「
３
歳
未
満
」
か
ら
「
義
務

教
育
就
学
前
（
６
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月　

日
）
ま
で
」
に

３１

拡
大
し
ま
す
。

※
乳
幼
児
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
の

保
険
適
用
の
自
己
負
担
分
は
、
今

ま
で
と
同
様
に
助
成
し
ま
す
。

◇
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
」
が
創
設
さ
れ
ま
す

　

医
療
費
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
が
著
し
く
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

両
方
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
て
、

定
め
ら
れ
た
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
額
を「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

と
し
て
支
給
し
ま
す
（
計
算
期
間
＝

毎
年
８
月
１
日
～
翌
年
７
月　

日
）。

３１

◇
「
入
院
時
生
活
療
養
費
」
が　

歳
６５

以
上
の
方
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す

　

「
入
院
時
生
活
療
養
費
」
と
は
、

療
養
病
床
（
病
状
が
安
定
し
長
期
の

療
養
が
必
要
な
方
の
病
院
）
へ
の
入

院
に
よ
り
療
養
の
給
付
を
受
け
る
方

が
、
食
費
と
居
住
費
の
「
入
院
時
生

活
療
養
標
準
負
担
額
」
を
負
担
し
、

そ
れ
を
超
え
る
も
の
を
保
険
が
負
担

す
る
制
度
で
す
。
現
在
は　

歳
以
上

７０

の
方
か
ら
の
制
度
で
す
が
、　

歳
以

６５

上
の
方
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
給
付
係

国
民
健
康
保
険
指
定
旅
館
を

終
了
し
ま
す

　

例
年
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

対
象
に
ご
案
内
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
指
定
旅
館
は
、
３
月　

日
㈪
で

３１

終
了
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

を
目
的
と
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
事
業
（「
広
報
す
ぎ
な
み
」
２

月　

日
特
集
号
に
掲
載
し
て
い
ま

１１
す
）
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
夏
季
保
養

施
設
は
、　

年
度
も
実
施
予
定
で
す
。

２０

詳
細
は
、
後
日
「
広
報
す
ぎ
な
み
」

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

国
保
年
金
課
管
理
係

問問

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
にに

加
入
し
て
い
る
方

　
　
　
　

加
入
し
て
い
る
方
へへ

〈保険証が新しくなる方〉

４月以降の
被保険者証

３月末までの
被保険者証

対象者
（４月１日現在）

後期高齢者医療
被保険者証　　

一般被保険者証
【サーモン色】

昭和８年４月１日まで
に生まれた方 退職被保険者証

「本人」「被扶養者」
【若草色】

一般被保険者証
【サーモン色】

退職被保険者証
「本人」「被扶養者」

【若草色】

昭和８年４月２日〜昭
和１８年４月１日に生ま
れた方で退職者医療制
度の対象者

一般被保険者証
【サーモン色】

退職被保険者証
「被扶養者」
【若草色】

昭和１８年４月２日以降
に生まれた方で退職者
医療制度「本人」が６５
歳以上の被扶養者

高齢受給者証
（有効期限は７月３１日ま
たは７５歳の誕生日の前
日のいずれか早い日）　

高齢受給者証
（有効期限は
３月３１日）

昭和８年４月２日〜昭
和１３年３月１日に生ま
れた方

妊
婦
健
康
診
査
費
用
助
成
の

制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
都
内
区
市
町
村

で
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助
成
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
二
枚
の
受

診
票
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
、
４

月
１
日
か
ら
は
、
妊
娠
届
を
提
出
さ

れ
た
際
に
一
四
枚
の
受
診
票
（
都
内

共
通
）
と
母
子
健
康
手
帳
（「
な
み
す

け
」
柄
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

こ
の
受
診
票
が
利
用
で
き
な
い
助

産
院
や
都
外
医
療
機
関
で
妊
婦
健
診

を
受
診
し
た
場
合
は
、
出
産
後
に
助

成
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
 

杉
並
保
健
所
健
康
推
進
課
緯
３

３
９
１
倆
１
０
１
５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の 

お
知
ら
せ

◇
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

現
在
、
老
人
保
健
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
と
４
月
ま
で
に　

歳
に
な

７５

る
方
に
、
３
月
中
に
東
京
都
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
被
保
険
者

証
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
４

月
に
老
人
保
健
制
度
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り

発
行
す
る
被
保
険
者
証
で
す
。
４
月

以
降
、
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る

際
は
こ
の
被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
己
負
担
の
割
合
や
受
け

ら
れ
る
医
療
の
給
付
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
現
在
使
用
し
て
い
る
老
人

保
健
法
医
療
受
給
者
証
は
、
３
月　
３１

日
㈪
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
４
月

問

に
な
り
ま
し
た
ら
、
国
保
年
金
課
高

齢
者
医
療
係（
区
役
所
東
棟
二
階
）ま

た
は
お
近
く
の
区
民
事
務
所
・
分
室
、

駅
前
事
務
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

５
月
以
降
に　

歳
に
な
る
方
に

７５

は
、
誕
生
日
の
前
ま
で
に
被
保
険
者

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
 

国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

◇
保
険
料
の
軽
減
措
置
が
決
ま
り
ま

し
た

　

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、　

・　

年
度
に
適
用
す
る
保

２０

２１

険
料
所
得
割
額
の
軽
減
措
置
を
決
定

し
ま
し
た
。
所
得
が
右
表
の
減
額
の

基
準
を
超
え
な
い
被
保
険
者
に
つ
い

て
は
、
所
得
割
額
が
そ
れ
ぞ
れ
に
掲

げ
る
割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
 

国
保
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
準
備
担
当

○子
 

医
療
証
・
○親
 

医
療
証
を
お
送

り
し
ま
す
們
医
療
証
の
切
替

◇
小
学
校
に
入
学
す
る
方
へ

　

現
在
、
○乳
 

医
療
証
（
乳
幼
児
医
療

証
）
を
お
持
ち
の
方
で
、
４
月
か
ら

小
学
校
へ
入
学
す
る
新
一
年
生
の
保

護
者
あ
て
に
、
○子
 

医
療
証
（
義
務
教

育
就
学
児
医
療
証
）
を
３
月
下
旬
ご

ろ
に
お
送
り
し
ま
す
（
切
替
の
た
め

の
申
請
は
不
要
で
す
）。

　

４
月
以
降
、都
内
の
医
療
機
関（
調

剤
薬
局
を
含
む
）
で
、
受
診
す
る
場

合
は
、
必
ず
今
回
お
送
り
す
る
○子
 

医

療
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
（
３
月

問問

中
に
杉
並
区
外
へ
転
出
し
た
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
○子
 

医
療
証
は
お
返
し
く
だ
さ
い
）。

◇
中
学
校
を
卒
業
す
る
方
へ

　

現
在
、
○子
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

で
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
方

は
、
４
月
か
ら
は
○子
 

医
療
証
の
資
格

を
喪
失
し
ま
す
。
４
月
以
降
、
医
療

費
の
保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担

分
は
、
本
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
護
者
の
方
が
、
○親
 

医
療

証
（
ひ
と
り
親
医
療
証
）
を
お
持
ち

の
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
○親
 

医
療
証
を
３
月
下
旬
ご

ろ
に
お
送
り
し
ま
す
（
切
替
の
た
め

の
申
請
は
不
要
で
す
）。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
医
療
・

手
当
係 

中
学
校
卒
業
後
に
、
他
の

公
費
負
担
医
療
制
度
（
○障
 
・
○身
 

・
○都
 

）

の
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
別
途
手

続
き
が
必
要
で
す
。○障
 
・
○身
 

医
療
証
に

つ
い
て
は
障
害
者
施
策
課
、
○都
 

医
療

証
に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
各
担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
保
険
料
が 

改
定
さ
れ
ま
す

　

４
月
分
か
ら
、
月
々
の
保
険
料
が

一
万
四
四
一
〇
円
と
な
り
ま
す
（　
２１

年
３
月
分
ま
で
）。
付
加
保
険
料
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
お
支
払
方

法
に
よ
っ
て
割
引
料
金
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

４
月　

日
㈬
ま
で
に
一
年
度
分
を

３０

現
金
で
前
納
す
る
と
、
三
〇
七
〇
円

の
割
引
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
４
月

～
９
月
分
ま
で
の
半
年
分
を
４
月　
３０

日
㈬
ま
で
に
前
納
し
た
場
合
、
七
〇

〇
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
社
会
保
険
事
務
所
（
高
円

寺
南
２
們　

們
９
緯
３
３
１
２
倆
１

５４

５
１
１
）

問

他

問

〈保険料の軽減〉
減額割合減額基準

１００％１５万円までの方

７５％１５万円を超え２０万円までの方

５０％２０万円を超え４０万円までの方

２５％４０万円を超え５５万円までの方

※減額基準は、総所得金額等から住民税の
　基礎控除額３３万円を引いた額。

　

４
月
１
日
か
ら
、　

歳
以
上　

７０

７４

歳
以
下
の
一
般（
現
在
一
割
負
担
）

の
方
の
窓
口
負
担
と
自
己
負
担
限

度
額
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、　

年
３
月
ま
で
の

２１

一
年
間
現
状
の
ま
ま
据
え
置
か

れ
、　

年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

２１

予
定
で
す
。
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児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
へ
們
一
部
支
給
停
止
措

置
の
開
始
に
つ
い
て

　

国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
４
月
か

ら
手
当
受
給
後
五
年
を
経
過
し
た
場

合
な
ど
は
、
手
当
が
一
部
支
給
停
止

（
二
分
の
一
減
額
）
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
手
当
申
請

時
に
３
歳
未
満
の
子
が
い
た
場
合
な

ど
は
、
そ
の
期
間
が
五
年
以
上
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
①
～
⑤
の
除
外
事
由

に
該
当
し
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て

区
に
届
け
出
た
場
合
は
、
一
部
支
給

停
止
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

① 
仕
事
を
し
て
い
る

②
求
職
活
動
中
ま
た
は
就
労
の
た
め

に
職
業
訓
練
校
な
ど
に
在
学
し
て
い

る③
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
が

あ
る

④
負
傷
・
疾
病
な
ど
に
よ
り
就
労
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

⑤
監
護
す
る
家
族
や
親
族
を
介
護
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
就
労
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る

　

五
年
経
過
な
ど
の
時
期
が
到
来
す

る
際
は
、
そ
の
二
カ
月
前
に
、
区
役

所
か
ら
手
当
受
給
者
に
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
期

限
内
に
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
手
続
き
は
、
毎
年
８

月
の
現
況
届
の
提
出
時
に
併
せ
て
行

っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
手
当
額
が
全
額
停
止
と
な

っ
て
い
る
方
は
、
受
給
後
五
年
が
経

過
し
た
時
期
の
直
後
に
お
け
る
現
況

届
提
出
時
か
ら
手
続
き
が
必
要
で

す
。

※
３
月
と
４
月
末
日
で
五
年
経
過
と

な
る
方
に
は
、
２
月
末
に
書
類
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
除
外
事
由

に
該
当
す
る
場
合
は
、
６
月　

日
３０

ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
一
部
支
給
停
止
時
期
が
５
月
末
日

以
降
に
到
来
す
る
方
に
は
、
３
月

上
旬
に
制
度
改
正
に
関
す
る
お
知

ら
せ
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
 

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
医
療
・

手
当
係

杉
並
中
継
所
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
結
果

　
　

年
度
は
四
回
調
査
を
し
ま
し

１９
た
。
今
回
は
、　

年　

月
（
三
回
目
）

１９

１１

の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
調
査
の
概
要

　
　

月
９
日
㈮
、
杉
並
中
継
所
の
排

１１
気
・
換
気
と
周
辺
四
地
点
の
大
気
環

問

境
調
査
と
杉
並
中
継
所
の
排
水
調
査

◇
調
査
結
果

①
大
気
調
査

　

杉
並
中
継
所
の
排
気
・
換
気
調
査

結
果
で
、
都
環
境
確
保
条
例
に
よ
る

規
制
基
準
の
あ
る
一
一
項
目
は
、
す

べ
て
基
準
値
未
満
の
濃
度
で
し
た
。

　

周
辺
四
地
点
の
調
査
結
果
で
、
環

境
基
準
の
あ
る
四
項
目
は
、
す
べ
て

基
準
値
未
満
の
濃
度
で
し
た
。

②
排
水
関
係

　

排
水
は
排
水
処
理
後
、
す
べ
て
の

項
目
で
下
水
排
除
基
準
ま
た
は
悪
臭

防
止
法
の
基
準
範
囲
内
で
し
た
。

　

調
査
結
果
報
告
書
は
、
区
政
資
料

室（
区
役
所
西
棟
二
階
）ま
た
は
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
井
草
森
公
園
周
辺
環
境
問
題
の
健

康
相
談

　

井
草
森
公
園
周
辺
で
健
康
に
不
調

が
あ
る
方
へ
の
健
康
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
医
師
に
よ
る
問

診
・
診
察
で
す
。
希
望
者
は
、
上
井

草
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
４
倆
１

２
１
２
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
相
談
日
時
を
調
整
の
上
、
連
絡

し
ま
す
。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

環
境
課
公
害
対
策
係

住
民
基
本
台
帳
の 

閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す

　

「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し

の
閲
覧
」
と
は
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
項
目
の
う
ち
、
氏

名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
を
閲

覧
す
る
も
の
で
す
。
閲
覧
申
請
が
認

め
ら
れ
た
場
合
、
必
要
最
小
限
の
範

囲
で
閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
閲

覧
が
認
め
ら
れ
る
主
な
理
由
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
官
公
庁
が
職
務
で
行
う
場
合

②
公
益
性
の
高
い
調
査
研
究
に
利
用

す
る
場
合
や
、
公
共
的
団
体
が
公
益

性
の
高
い
活
動
に
利
用
す
る
場
合

　

商
業
目
的
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

問

の
発
送
を
目
的
に
し
た
も
の
な
ど
）

に
よ
る
閲
覧
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
閲
覧
が
行
わ
れ
る
際
に

は
、
区
職
員
が
立
ち
会
い
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
法
で
は
、
住
民
基

本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
に
つ

い
て
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

年
４
月
～
９
月
分
の
公
表
分

１９

は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

　

閲
覧
状
況
の
詳
細
は
、
区
役
所
門

前
掲
示
場
（
３
月　

日
㈪
ま
で
）
と

２４

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

　
 

区
民
課
証
明
係

問

捌
歯
科
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー 

非
常
勤
職
員
（
看
護
師
）

　
 

障
害
者
等
歯
科
診
療
に
お
け
る

看
護
師
業
務
▽
募
集
人
数
＝
一
名
▽

勤
務
日
時
＝
月
一
六
日
。
午
前
８
時

　

分
～
午
後
５
時　

分
▽
採
用
時
期

３０

１５

＝
４
月
以
降
▽
そ
の
他
＝
交
通
費
支

給
、
社
会
保
険
加
入 

履
歴
書
を
、

３
月　

日（
必
着
）ま
で
に
歯
科
保
健

１９

医
療
セ
ン
タ
ー（
〒　
倆
０
０
２
２
下

１６７

内

申

井
草
４
們　

們　

）
へ
郵
送
ま
た
は

３０

２３

持
参 

杉
並
保
健
所
地
域
保
健
課
救

急
医
療
係
緯
３
３
９
１
倆
１
３
５
５

杉
並
区
木
造
耐
震
診
断
士 

追
加
登
録
講
習
会

　

区
で
は
、　

年
度
か
ら
木
造
住
宅

１７

の
耐
震
化
支
援
と
し
て
、
耐
震
無
料

相
談
会
や
区
に
登
録
し
て
い
る
木
造

耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
て
無
料
診
断

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
木
造
耐
震
診
断
士
の
追
加

登
録
に
伴
う
講
習
会
を
開
催
し
、
区

の
耐
震
化
支
援
事
業
に
ご
協
力
い
た

問

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
㈪
午
後
２
時
～
６
時

２４

 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
們

２
們　

） 

建
築
士
の
資
格
を
有
す

１９

る
区
内
在
勤
の
方 

三
〇
名
程
度 

無
料 

申
込
書
を
、
３
月　

日
ま
で

１９

に
建
築
課
建
築
防
災
係
へ
。
申
込
書

は
、
同
課
（
区
役
所
西
棟
三
階
）
に

あ
る
ほ
か
、
フ
ァ
ク
ス
（
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

胃
５
３
０
７
倆
０
６
９
０
で
も
請
求

で
き
ま
す
。
ま
た
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す 

建
築
課

建
築
防
災
係

時
場

対

定

費

申

問

〈住民基本台帳の閲覧状況（１９年４月～９月分）〉
◆ 国または地方公共団体（住民基本台帳法第１１条第３項に基づく公表分）

請求事由概要閲覧請求者
自衛官等の募集および広報自衛隊東京地方協力本部［計３０回］１
都市計画高円寺公園事業調査東京都東部公園緑地事務所２
工事施工に伴う家屋損害について、民法第７０９条に基づき行う損害賠
償の所有者住所確認東京都第三建設事務所３

１９年度福祉保健基礎調査東京都福祉保健局総務部企画課４
◆ 個人または法人（住民基本台帳法第１１条の２第１２項に基づく公表分）

利用目的概要閲覧申出者（委託者）
生活意識に関するアンケート調査㈱日本リサーチセンター（日本銀行情報サービス局）５
生活意識に関するアンケート調査日本銀行情報サービス局〈５の共同申出者〉６
時事世論調査㈳中央調査社（㈱時事通信社）７
こころの健康（自殺対策）に関する世論調査（附帯：時事問題）㈳中央調査社（内閣府大臣官房政府広報室）８
森林と生活に関する世論調査（附帯：時事問題）㈳中央調査社（内閣府大臣官房政府広報室）９
番組総合調査（調査研究・世論調査）ＮＨＫ放送文化研究所１０
全国視聴率調査ＮＨＫ放送文化研究所１１
青少年の喫煙、飲酒、薬物乱用と生活習慣に関する調査㈳新情報センター（兵庫教育大学）１２
人権擁護に関する意識調査㈳中央調査社（内閣府大臣官房政府広報室）１３
国民生活に関する世論調査㈳中央調査社（内閣府大臣官房政府広報室）１４
２００７年社会意識に関する調査’０７アジアンバロメーター調査㈳中央調査社（東京大学）１５
公共放送に関する世論調査㈳中央調査社（ＮＨＫ）１６
防災に関する世論調査㈳中央調査社（㈱時事通信社）１７
消防に関する世論調査㈱オルビットプラン（東京消防庁）１８
生活意識に関するアンケート調査㈱日本リサーチセンター（日本銀行情報サービス局）１９
生活意識に関するアンケート調査日本銀行情報サービス局〈１９の共同申出者〉２０
地球温暖化対策に関する世論調査（附帯：時事問題）㈳新情報センター（内閣府大臣官房政府広報室）２１
第３８回国民生活動向調査㈳中央調査社（国民生活センター）２２
第３８回国民生活動向調査国民生活センター〈２２の共同申出者〉２３
男女共同参画社会に関する世論調査㈳中央調査社（内閣府大臣官房政府広報室）２４
集合住宅地団地における居住者および周辺地域の環境・地域活動調査東京工業大学［計２回］２５
若者の文化と社会意識に関する調査㈳輿論科学協会（東京学芸大学）［計８回］２６

後期高齢者医療制度に関する意識意向調査㈱サーベイリサーチセンター（東京都後期高齢者医
療広域連合）２７

都民生活に関する世論調査㈱エスピー研（東京都生活文化スポーツ局）２８
勤労生活に関する調査㈳中央調査社（労働政策研究・研修機構）２９
飲酒・喫煙・くすりの使用についてのアンケート㈳新情報センター（国立精神・神経センター）３０
第６１回読書世論調査、健康と高齢社会・時事世論調査毎日新聞社３１
電波利用に関する意識調査㈳新情報センター（総務省総合通信基盤局）３２
がん対策に関する世論調査（附帯：時事問題）㈳新情報センター（内閣府大臣官房政府広報室）３３
参院選後全国有権者調査㈳中央調査社（学習院大学）３４
参院選後全国有権者調査学習院大学〈３４の共同申出者〉３５
家計の金融行動に関する世論調査㈱日本リサーチセンター（金融広報中央委員会）３６
平成１９年１１月全国個人視聴率調査ＮＨＫ放送文化研究所３７
余暇とスポーツについての国際比較調査ＮＨＫ放送文化研究所３８
東京都若年自立支援調査研究㈱マーケッティング・サービス（明星大学）３９
外交に関する世論調査（附帯：時事問題）㈳新情報センター（内閣府大臣官房政府広報室）４０
若者の教育とキャリア形成に関する調査㈳中央調査社（首都大学東京）４１
若者の教育とキャリア形成に関する調査首都大学東京〈４１の共同申出者〉４２

 ※共同申出者とは、委託により第三者（受託者）に閲覧をさせ、受託者が閲覧で得た個人情報を委託者が受け取る場合の委託
者のことをいいます。

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

６５歳になられる方６５歳になられる方へへ

※第１号被保険者→自営業、学生など／第３号
被保険者→厚生年金・各種共済年金加入者に
扶養されている配偶者

国民年金のお知らせ

　２０歳〜６０歳の間に加入したことのある年金が
国民年金だけで、第１号被保険者期間のみの方
の老齢基礎年金の受給には、国保年金課国民年
金係（区役所中棟２階）で手続きが必要です。
受け付けは、誕生日の前日からです。
【必要書類】
①年金手帳
②年金受け取り希望先の金融機関の通帳
③印鑑（本人が自署する場合は不要です）
◆国民年金の第３号被保険者期間のある方、厚
生年金や共済年金に加入したことのある方は杉
並社会保険事務所（高円寺南２崖５４崖９☎３３１２
崖１５１１）へお問い合わせください。



杉並区役所緯３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１ルＫ・ミニストップなどにあります。「点字広報」「声の広報」のお申し込みは広報課へ。

●４NO.1842 平成２０（２００８）年3月11日（火曜日）

捌区ジュニア・マスターズ水泳大会
　 ５月１１日㈰午前９時～午後４時３０分 高井戸温水プ
ール（高井戸東３崖７崖５） ジュニア＝区内在住・在勤
または区内保育園・幼稚園・学校・スイミングクラブ在籍
で、大会当日１８歳以下の方渇マスターズ＝区内在住・在勤・
在学・在スイミングクラブまたは区水泳連盟会員で、大会
当日１９歳以上の健康で定期的（週１回以上）に泳いでいる
方 ジュニア５００円、マスターズ１０００円（１人２種目まで）
 参加費を郵便振替口座「００１５０崖３崖５７８６８０杉並区水泳
連盟」（通信欄にジュニア・マスターズ参加費と明記）に
振り込み、申込用紙（社会教育スポーツ課〈区役所東棟６
階〉、区温水プール、各スイミングクラブにあります）と
払込票のコピー、８０円切手をはった返信用封筒を、４月９
日（必着）までに区水泳連盟（〒１６８崖００６５浜田山１崖１８
崖１４安田伸子方）へ郵送 同連盟・安田緯０９０崖１２０１崖９９６０

捌硬式テニス（５０歳以上）　○さ 教室番号「０４３５」
　 ４月２０日～６月８日の毎週日曜日、午前９時～１１時
（計８回） 妙正寺体育館人工芝庭球場 区内在住・在

時 場
対

費
申

問

時
場 対

勤・在学で５０歳以上の初心者・初級者 ４０名 ３２００円 
往復ハガキ（記入例参照）に生年月日も書いて、３月２２日
までに妙正寺体育館（〒１６７崖００３３清水３崖２０崖１２）へ 
同体育館緯３３９９崖４２２４ 託児なし
捌やさしいジョギング＆筋トレ教室　○さ 教室番号「０３９０」
　 ４月７日～２１日の毎週月曜日、午前９時～１１時（計３
回） 下高井戸運動場 区内在住・在勤・在学の方 ３０
名（抽選） ８００円 往復ハガキ（記入例参照）に生年月
日も書いて、３月２１日（必着）までに下高井戸運動場（〒
１６８崖００７３下高井戸３崖２６崖１）へ 同運動場緯５３７４崖６１９１
 託児（３歳～就学前）あり
捌弓道講習会
　 ４月４日㈮～９月２６日㈮の毎週水・金曜日、午後５時
～９時（計５０回／区後援） 上井草スポーツセンター弓道
場（上井草３崖３４崖１） 区内在住・在勤・在学の方 
２５名（抽選） １万円（別途教本代１２２０円） 往復ハガ
キ（記入例参照）で、３月２０日（必着）までに宍戸文育
（〒１６８崖００６５浜田山１崖７崖６崖２０３）へ 宍戸緯３３２９崖
４６１４（午後８時～１０時）

定 費 申

問
他

時
場 対 定

費 申

問
他

時
場
対 定

費 申

問

中
央
図
書
館

◇
春
の
生
き
物
教
室

　

「
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
み
つ
け
た
！
」

と
題
し
て
、
生
物
学
の
研
究
者
が
わ

か
り
や
す
く
チ
ョ
ウ
の
生
態
に
つ
い

て
話
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

１５

 

山
下
恵
子 

小
学
生
と
そ
の
保
護

者 

三
〇
名

◇
絵
本
原
画
展
『
さ
く
ら
の
ま
ち
』

（
小
林
豊　

作
・
絵
）

　
 

開
催
期
間
＝
３
月　

日
㈷
〜
４

２０

月　

日
㈭
（
最
終
日
は
午
後
５
時
ま

１０
で
） 

原
画
二
〇
点
、原
作
絵
本
、解

説
・
作
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
パ
ネ
ル

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

中
央
図
書
館
（
荻
窪
３
們　

們
４０

　

） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

２３
 

中
央
図
書
館
緯
３
３
９
１
倆
５
７

５
４

捌
天
文
の
夕
べ　

特
別
会 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
演
劇 

「 
ｓ
ｅ
ｅ
ｅ
ｋ 
概
」

シ　

ー　

ク

　

小
惑
星
帯
を
調
査
す
る
宇
宙
船

「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー　

」
に
乗
り
込
ん

０２

だ
新
人
が
経
験
す
る
不
思
議
な
体
験

時
師

対

定時
内

場
費

申

問

を
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
舞
台
に
上

演
し
ま
す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
演

劇
が
見
事
に
融
合
し
た
作
品
で
す
。

　
 

３
月　

日
㈯
午
後
６
時　

分
〜

２２

３０

８
時
（
６
時
開
場
） 

科
学
館
（
清

水
３
們
３
們　

） 

出
演
＝
雑
貨
団

１３

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

一
四
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

科
学
館
緯
３
３

９
６
倆
４
３
９
１

区
内
産
の
朝
採
り
野
菜
と 

植
木
・
草
花
の
直
売

　

ト
マ
ト
・
じ
ゃ
が
い
も
・
小
松
菜
・

ほ
う
れ
ん
草
な
ど
、
区
内
で
採
れ
た

新
鮮
な
朝
採
り
野
菜
や
植
木
・
草
花

な
ど
を
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
直
売
し

ま
す
。
ま
た
、
都
立
農
芸
高
等
学
校

に
よ
る
園
芸
相
談
も
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
 

３
月　

日
㈯
・　

日
㈰
午
前
９

２２

２３

時
〜
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
。
雨
天

実
施
） 

区
役
所
入
口
前
（
青
梅
街

道
側
・
中
杉
通
り
側
） 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

産
業
経
済
課
都
市
農
業

係 

マ
イ
バ
ッ
グ
（
買
い
物
袋
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

吾
妻
の
朝
市

　

区
の
友
好
都
市
・
群
馬
県
東
吾
妻

町
が
町
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
ほ
う
れ
ん

草
・
に
ん
じ
ん
・
か
ぶ
・
ふ
き
の
と
う
・

じ
ゃ
が
い
も
・
春
菊
な
ど
の
新
鮮
野

菜
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
大
豆
・ 
味  
噌 
・

み 

そ

リ
ン
ゴ
ジ
ャ
ム
な
ど
の
農
産
加
工
品

の
産
直
市
を
販
売
し
ま
す
。品
物
は
、

時

場
内

対

定

費

申

問

時

場

申

問

他

育
成
状
況
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。　

　
 

３
月　

日
㈮
午
前　

時
〜
午
後

２１

１０

１
時
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
。
雨
天

実
施
） 

区
役
所
中
杉
通
り
側
入
口

前 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

文
化
・

交
流
課
交
流
推
進
担
当 

マ
イ
バ
ッ

グ
（
買
い
物
袋
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

◇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
サ
イ
ク

in

ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 

４
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
・　

日
１２

㈯
・　

日
㈰
午
前　

時
〜
午
後
２
時

１３

１０

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
業
者
出

店
不
可
） 

募
集
区
画
＝
各
日
共
一

四
区
画
（
抽
選
） 

一
区
画
一
〇
〇

〇
円 

車
で
の
搬
出
入
・
来
場
は
で

き
ま
せ
ん

◇
古
布
か
ら
ぞ
う
り
作
り

　

古
い
布
を
裂
い
て
、
履
き
心
地
の

よ
い
ぞ
う
り
を
作
り
ま
す
。

　
 

①
４
月　

日
㈮
午
前　

時　

分

１１

１０

３０

〜
午
後
３
時　

分
②
５
月　

日
㈫
午

３０

２０

前　

時　

分
〜
午
後
３
時　

分
③
６

１０

３０

３０

月
６
日
㈮
・　

日
㈮
午
後
１
時　

分

１３

３０

〜
３
時　

分
（
③
の
み
計
二
回
） 

３０

各
一
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円

時

場

申

問
他

時
対

定

費

他
時

定

費

 

①
②
の
参
加
者
は
昼
食
を
各
自
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

・ 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
に
参
加
希
望
日
も
書
い
て
、
３

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク

２０
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

倆
０
０
７

１６８

２
高
井
戸
東
３
們
７
們
４
）
へ 

同

ひ
ろ
ば
緯
３
３
３
１
倆
４
３
６
０

（
水
・
木
曜
日
休
館
）

カ
タ
ク
リ
・
エ
コ
ツ
ア
ー

　

氷
河
期
か
ら
の
生
き
残
り
で
あ
る

カ
タ
ク
リ
の
群
落
を
観
察
し
ま
す
。

　
 

４
月
２
日
㈬
午
前　

時
〜
午
後

１０

３
時　

分
（
小
雨
実
施
） 

集
合
・

３０

解
散
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
五
日
市
線
東
秋
留

駅
前 

行
き
先
＝
あ
き
る
野
台
地
と

秋
川
流
域 

区
内
在
住
･
在
勤
で
全

行
程
七
㎞
歩
け
る
方 

二
〇
名 

一

〇
〇
円
（
保
険
料
） 

・ 

電
話
で
、

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
緯
３
３
９
８

倆
３
１
９
１
へ
（
先
着
順
）

捌
消
費
者
講
座 

食
品
の
安
全
確
保
に 

消
費
者
は
何
を
な
す
べ
き
か
？

　

食
品
表
示
か
ら
読
み
取
れ
な
い
問

題
点
な
ど
を
含
め
、
食
品
表
示
の
見

方
を
学
び
ま
す
。

　
 

３
月　

日
㈭
午
後
１
時　

分
〜

２７

３０

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪

５
們　

們　

） 

・ 

講
演
「
食
品

１５

１３

の
安
全
確
保
に
消
費
者
は
何
を
な
す

べ
き
か
」（
日
本
主
婦
連
合
会
副
会

長
・
山
根
香
織
）、
食
品
表
示
か
ら
読

み
取
れ
な
い
問
題
点
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
（
農
林
水
産
省
職
員
、

杉
並
保
健
所
職
員
） 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方 

六
〇
名 

無
料

 

電
話
で
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
緯
３

３
９
８
倆
３
１
４
１
へ
（
先
着
順
）

 

同
セ
ン
タ
ー

他
場

申

問

時

場

内

対

定

費

申

問

時
場

内

師対
定

費

申問

糖
尿
病
の
本
当
の
怖
さ
を 

知
っ
て
い
ま
す
か

　

自
主
グ
ル
ー
プ
「
キ
ー
ピ
ン
グ
」

が
行
う
糖
尿
病
予
防
の
勉
強
会
で

す
。

　
 

３
月　

日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時

２６

 

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺

南
３
們　

們　

） 

元
横
浜
市
済
生

２４

１５

会
南
部
病
院
栄
養
課
長
・
戸
村
加
洋

子 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

三
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高
円
寺

保
健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
１
倆
０
１

１
６
へ
（
先
着
順
）

家
族
介
護
教
室

◇
家
族
が
認
知
症
！
そ
の
と
き
あ
な

た
は
…

　
 

３
月　

日
㈮
午
後
２
時
〜
４
時

２１

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
們　

們
２２

　

） 

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
・

３２斉
藤
薫 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

二
五
名 

無
料 

・ 

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）

で
、
ケ
ア　

梅
里
緯
５
９
２
９
倆
１

２４

９
２
４
胃
５
９
２
９
倆
１
９
２
５
へ

（
先
着
順
）

◇
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体
験
し
て
み

よ
う

　

三
〇
分
程
度
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
実

際
に
体
験
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
㈯
午
後
１
時　

分
〜

２２

３０

３
時 

和
田
ふ
れ
あ
い
の
家 
（
和
田

３
們　

們
４
） 

岩
垂
講 

区
内
在

５２

住
の
方 

一
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、和
田
ふ
れ
あ
い
の
家
・
飯
田
緯

３
３
１
２
倆
９
５
５
６
へ（
先
着
順
）

◇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
見
学
と
高
齢
者

の
疑
似
体
験

　
 

３
月　

日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

２２

 

さ
ん
じ
ゅ
阿
佐
谷
（
阿
佐
谷
北
１

們
２
們
１
） 

二
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の

家
緯
３
３
３
８
倆
８
６
３
０
へ
（
先

着
順
） 

上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い 時

場

師

対

定

費

申

問

時
場

師

対
定

費

申

問

時
場

師

対

定

費

申

問

時
場

定

費

申

問

他

○さ の教室は、さざんかねっと http://www.yoyaku-
sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2で申し込み
できます。スポーツ施設用の個人利用者登録が必要
です。申し込みは３月１１日午前８時３０分からハガキ
締切日まで。定員を超えた場合は、初めて申し込ん
だ方を優先する場合があります。

HP

競技大会

スポーツ教室

　なかなかできない腹囲減少の努力を応援し、
楽しく笑い飛ばそうと川柳を募集したところ
多数の応募をいただきました。入賞作品が決ま
りましたので発表します。杉並保健所１階では、
３月２５日㈫まで入賞作品を展示しています。
◇優秀賞
燃やしても　おとがめ無しの　体脂肪
　　　　　　　　　　　　　　　   メタボーイ
◇佳作
週一の　ジムより日々の　一万歩　   腹囲減人
減って知る　空腹感の心地よさ　　   高澤美子
このズボン　メタボの形見と　なりにけり

ふじたかし
ウォーキング　後のビールが　命取り　西村善子
ちょい得意　減らしたおれが　いまコーチ

守矢徹生
　 杉並保健所健康推進課（荻窪５崖２０崖１緯
３３９１崖１０１５）
問

▲『さくらのまち』

▲毎回にぎわっています



「広報すぎなみ」は新聞折り込みでの配布、そのほか区施設、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院・サミットストア・コープとうきょう・ファミリーマート・サークル

●５ NO.1842平成２０（２００８）年3月11日（火曜日）

費用定員内容または講師場　所日　時
◆シニアのための健康エアロビクス
音楽のリズムに乗って、無理せず気軽に楽しめる、シニア向けのエアロビクスです。運動のできる服装で、飲み物・汗ふきタオルを持参してください。
問い合わせは、高齢者施策課いきがい活動支援係へ。

無料

５０名第１＝ダイヤビックひばり会、第３＝ラビア
ンローズ（高齢者健康エアロビクスの会）

杉の樹ホール（高井戸東３崖７崖５高齢
者活動支援センター１階）

第１・３水曜日午後１時３０分～３時
（８月の第３水曜日は除く）

４月～２１年３月の毎月
（祝日・年末年始は除く）

３０名
ダイヤビックひばり会

ゆうゆう梅里堀ノ内館（堀ノ内３崖３７崖４）第１・３火曜日午後１時～２時３０分

４０名ゆうゆう下井草館（下井草３崖１３崖９）第１・３金曜日午前１０時～１１時３０分

２５名ラベンダー（高齢者健康エアロビクスの会）ゆうゆう和泉館（和泉４崖１６崖２２）第２・４木曜日午後１時～２時３０分
（８月は除く）

◆てぬぐい体操
てぬぐいを使って行う、高齢者にもやさしい体操です。運動のできる服装で、てぬぐい・汗ふきタオル・飲み物を持参してください。
問い合わせは、高齢者施策課いきがい活動支援係へ。

無料

５０名
ＮＰＯ法人グループあいびー

杉の樹ホール第２・４木曜日４月～２１年３月の毎月
（祝日・年末年始は除く）
時間はいずれも、
午後１時３０分～２時３０分

２０名ゆうゆう永福館（永福２崖４崖９）第３火曜日

２０名蔦の会（杉並区社会貢献スタッフ）ゆうゆう荻窪館（南荻窪２崖２５崖１７）第１木曜日（１月は除く）

◆健康ひろば「笑顔がいいね」
ゆっくり自然に体をほぐす体操や、楽しく読んだり歌ったりお口の体操をします。問い合わせは、グループ　ハートｔｏＨｅａｒｔ・菊地緯３３９３崖１００１へ。

各回
１００円各２０名ストレッチ＆ビーンズ体操、お口の体操、ころ

ばん体操＆セラバン体操、体にやさしい体操
ゆうゆう阿佐谷北館
（阿佐谷北６崖２６崖１３）

４月～２１年３月の毎月第１～４土曜日午後１時～４時（祝日・
年末年始を除く。５月、８月、１月は第５週も実施）

★演奏会「春は弦の調べで」
　懐かしい日本のメロディーとクラシックの名曲を１
つの演奏会で聴けます。
　 ３月２３日㈰午後２時開演（１時３０分開場） 杉並
公会堂小ホール（上荻１崖２３崖１５） 出演＝カルテッ
トＮ渇曲目＝「ゴンドラの歌」、「八木節」、ドボルザー
ク「弦楽四重奏曲『アメリカ』」ほか １８０名 一般２０００
円、シニア（６０歳以上）・学生１０００円 チケット販売窓
口＝①杉並区文化協会緯５３４７崖４３６６②同協会ウェブ予
約 http://www.sugibun.com/③アンサンブル・ソ
ノール緯・胃３３０３崖１２１０死nanasawa@r7.dion.ne.jp
 アンサンブル・ソノール
◇区民５組（１０名）を無料招待　
　 ・ 電話、ファクスまたはＥメール（４面記入例
参照）で、３月１８日（必着）までにアンサンブル・ソ
ノール・七澤へ（先着順）
★泊真美子のピアノ連続レクチャーコンサート
〜お話と演奏
　 ・ ４月１１日㈮＝ショパン、シューマン渇１８日㈮
＝バッハ、ベートーベン、リスト／いずれも午後６時
３０分開演（６時開場） 杉並公会堂小ホール（上荻１
崖２３崖１５） 前売２５００円、学生２０００円、通し券４５００円
（全席自由） ①杉並区文化協会緯５３４７崖４３６６②同協
会ウェブ予約 http://www.sugibun.com/③杉並
公会堂④区役所１階「コミュかるショップ」⑤地域区
民センター アーバン・クラシック緯０４２崖３７１崖１５５４
★大宮八幡宮の杜薪能
　 ５月１７日㈯午後６時（５時３０分開場） 大宮八幡
宮の杜（大宮２崖３崖１） 火鑽り、火入れ渇演目＝
能「羽衣」、狂言「口真似」、能「鵜飼」ほか渇出演＝
観世流・野村四郎、狂言・山本泰太郎ほか Ｓ席５０００
円（指定席）、当日自由席３０００円（前売り２７００円） チ
ケット発売＝３月１４日㈮午後２時～（杉並区文化協会
会員先行予約あり）渇販売窓口＝①杉並区文化協会（初
日は電話のみ）緯５３４７崖４３６６②同協会ウェブ予約 
http://www.sugibun.com/③区役所１階「コミュか
るショップ」④地域区民センター⑤杉並公会堂⑥チケ
ットぴあ⑦ＮＰＯ法人杉並で能楽を楽しむ会緯３３２１崖
５０９８※③④⑤は窓口のみ ＮＰＯ法人杉並で能楽を楽
しむ会緯３３２１崖５０９８
★城西病院ホスピタリティコンサート〜オーケストラ
の主役・オーボエ
　 ３月２１日㈮午後７時開演（６時３０分開場） 城西
病院（上荻２崖４２崖１１） 出演＝下羽南（オーボエ）、
片山未来（ピアノ）渇曲目＝モーツァルト「オーボエ
協奏曲」、ラフマニノフ「ヴォカリーズ」ほか ７０名

時 場
内

定 費
申

HP

問

申 問

時 内

場
費
申
HP

問

時 場
内

費
申

HP

問

時 場
内

定

（先着順） 無料 当日、直接会場へ 城西病院緯
３３９０崖４１６６
★ラピュタアニメーションフェスティバル２００８
　国内外のアニメーションの上映、イベント、コンペ
ティション、ワークショップなど盛りだくさんです。
　 ３月２０日㈷～２３日㈰ メイン会場＝①ラピュタ
阿佐谷②ザムザ阿佐谷（いずれも阿佐谷北２崖１２崖２１）、
サブ会場＝③アートアニメーションの小さな学校、ほ
かにも展示会場あり アニメーション上映＝「世界の
アニメーション」「日本立体アニメーションの系譜」、
イベント「久里洋二の実験アニメーション学校」、コン
ペティション「ユーリー・ノルシュテイン大賞」ほか
 アニメーション作家・久里洋二、人形アニメーター・
真賀里文子ほか ①４８名②１２８名③４５名 鑑賞券大人
１０００円、子ども５００円（前売り５回券４０００円） チケッ
ト販売窓口＝前売券＝ラピュタ阿佐谷、当日券＝各会
場 ラピュタアニメーションフェスティバル事務局緯
５３７３崖５７８０胃５３２７崖７６５５死n-workshop@laputa-jp.
com http://www.laputa-jp.com/laf/
★おぎくぼ交通安全フェスティバル
　今春、小学校に入学するお子さんと保護者を対象に、
交通安全教室を行います。高齢者の参加も歓迎です。
　 ３月２２日㈯午前１０時～１１時３０分（雨天中止） 桃
井原っぱ広場（桃井３崖８） 交通安全教室、通学路
を想定した歩行練習、白バイ体験乗車など 無料 当
日、直接会場へ 荻窪警察署緯３３９７崖０１１０ 車での来
場はご遠慮ください
★アートギャラリー「音楽家たち」林喜代種写真展〜
世界で活躍する音楽家の写真展
　 ３月２６日㈬～４月４日㈮午前９時～午後５時 
区役所２階ギャラリー 無料 当日、直接会場へ ど
っぽの会・渡辺緯５３９７崖８７９９
★認知症家族介護教室「尊厳を支える自立支援」
　認知症になっても、必要なときに適切な支援があれ
ば、尊厳を保ちながらその人らしく暮らしていけます。
　 ３月２５日㈫午前１０時～正午 上荻窪会議室（上荻
３崖１６崖６） 「恍惚の人」からクリスティン・ブラ
イデンまで グループホームもえぎ運営会社社長・吉
田佑一 区内在住で認知症家族の介護者、関心のある
方 １５名 無料 ・ 電話で、㈱ビアン緯０１２０崖２６５
崖７２５へ（先着順）
★パソコンサロン
　お気軽にご参加ください。
　 ４月～２１年３月の毎月第１～４水曜日、午後１時
～４時（祝日・年末年始を除く。開催週は変更するこ
とがあります） ゆうゆう阿佐谷北館（阿佐谷北６崖
２６崖１３） 区内在住で６０歳以上の方 各回２０名（先着
順） 各回２００円（参加費・パソコン使用料） 当日、
直接会場へ グループハートto Heart・菊地緯３３９３崖
１００１ 利用証が必要です。お持ちでない方は、初めて
来館する時に保険証などを持参してください

費 申 問
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師
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時 場
内
師

対
定 費 申 問

時

場
対 定

費 申
問

他

★パソコンステップアップ講習会
　 ・ ・ ４月８日㈫～１１日㈮①午前９時３０分～正
午＝メールとインターネットの活用（メールの使い方、
アドレス帳やファイルの整理、音楽や写真の添付方法
など）＝メール、インターネットを利用している方②
午後１時３０分～４時＝デジタルカメラの活用（基本操
作、パソコンへの取り込み、写真の加工、アルバム・
スライドショー等の作成など）＝デジカメの初心者講
習修了レベルの方 済美教育センター（堀ノ内２崖５
崖２６） ＩＴスクエア杉並 各１５名（抽選） 各６０００
円（テキスト代含む） 往復ハガキ（４面記入例参照）
に希望講座名も書いて、３月２１日（必着）までにＩＴ
スクエア杉並（〒１６８崖００６３和泉３崖１７崖１５）へ ＩＴ
スクエア杉並緯０９０崖４７２２崖２５７４
★２０年度パソコン・デジカメ何でも相談コーナー
　パソコン・デジタルカメラの購入、基本操作から応
用、ウイルス対策など何でもご相談をお受けします。
自分のパソコンがある方は持参してください。
　 ４月～２１年３月の祝日・年末年始を除く毎月①第
１火曜日・第３日曜日（１０月１９日㈰は休み。３月は第
１火曜日・第４日曜日。計２２回）②第１・３月曜日（計
２０回）③④第２・４月曜日（計２１回）／いずれも午前
９時３０分～午後０時３０分、午後１時３０分～４時３０分 
①高齢者活動支援センター（高井戸東３崖７崖５）②
ゆうゆう高円寺東館（高円寺南１崖７崖２２）③ゆうゆ
う永福館（永福２崖４崖９）④ゆうゆう荻窪東館（荻
窪４崖２３崖１２） ＩＴスクエア杉並 区内在住で５５歳
以上の方 ①１０名②～④各８名（いずれも先着順。入
替制） １回５００円 当日、直接会場へ ＩＴスクエ
ア杉並緯０９０崖４７２２崖２５７４
★荻窪フリーマーケット出店者募集
　 ４月１３日㈰午前１０時～午後４時（雨天の場合は２０
日㈰） 荻窪タウンセブン８階屋上（上荻１崖９崖１）
 区内在住・在勤の方（業者出店不可） １区画（２
㎡）２０００円 往復ハガキ（４面記入例参照。往復ハガ
キ以外は無効）で、３月２４日（必着）までに荻窪フリ
ーマーケット事務局（〒１６６崖０００４阿佐谷南２崖１８崖１
崖１階）へ（抽選） 同事務局緯３３１５崖７７５１
★河北総合病院「第２回脳卒中を知る会」
　脳こうそく、脳出血など「脳卒中」を知りましょう。
内容は第１回と同じです。
　 ３月２６日㈬午後３時～４時 浜田山会館（浜田山
１崖３６崖３） 河北総合病院診療部長（神経内科）・清
水秀昭 ２０名 無料 ・ 電話で、河北総合病院企
画広報課緯３３３９崖３６０２へ（先着順）
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区の後援・その他の
催し・講座など

◇時間・場所・内容＝下表のとおり
◇対象＝区内在住の６０歳以上で介助が必要でない方
◇申し込み＝当日、直接会場へ（いずれも先着順）
◇その他
①杉の樹ホールは、運動靴（シニアのための健康エアロビクス

は室内用）で参加してください。当日は受付で参加証を取って
入場してください。
②ゆうゆう館は、裸足か靴底の薄い室内履きで行います。初め
て参加する方は、利用証を作成しますので健康保険証などを持
参してください。
③体調によっては危険を伴うため、入浴後やウォーミングアッ
プ終了後からの参加はできません。
④シニアのための健康エアロビクスとてぬぐい体操は、元気な
方向けの内容となっています。
⑤まれに内容や開催週が変わることがあります。

元気シニアの
いきいき生活応援します！

３月１日付「広報すぎなみ」３面
「３月中の休日に開催する主な

催しの一覧」記事中のsee mom be momの電話番号
は☎０８０崖６５５２崖４４４５の誤りでした。

訂正とおわ訂正とおわびび

２０年２０年度度  健康体操
講座
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●６NO.1842 平成２０（２００８）年3月11日（火曜日）

　地域の集会施設運営協議会が企画した
催しと各種教室（左表）をお知らせします。
　申し込みは、催しは記事中の申込方法
で、各種教室は往復ハガキで、各締切日
（必着）までに該当の施設へ（抽選）。
　申込先住所と記載例は7面下表を参照。
　詳しい内容や託児の有無は、直接該当の
施設へお問い合わせください。

ハ
ー
プ
演
奏
会 

們
ハ
ー
プ
の
音
で
安
ら
ぎ
の
ひ
と

時
を

　

古
く
か
ら
多
く
の
人
々
の
心
を
い

や
し
て
い
る
ハ
ー
プ
の
音
色
。
お
話

を
交
え
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
演
奏

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
㈮
午
後
１
時　

分
〜

２８

３０

３
時　

分 

出
演
＝
長
村
美
代
子
▽

３０

曲
目
＝
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
星
に
願

い
を
」「
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
ほ
か 

九
〇

名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
円 

往
復
ハ

ガ
キ
（
７
面
下
記
入
例
参
照
）
で
、

時

内

定

費

申

３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン

２０

タ
ー
事
務
局
へ 

方
南
・
和
泉
地
域

集
会
施
設
運
営
協
議
会
事
務
局
緯
５

３
０
０
倆
９
４
１
２

土
曜
日
の
音
楽
会 

們
朗
読
と
日
本
歌
曲
の
夕
べ

　

土
曜
日
の
夜
の
ひ
と
時
、
日
本
語

の
美
し
さ
や
豊
か
さ
を
心
で
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
 

４
月　

日
㈯
午
後
６
時
開
演 

１２

出
演
＝
正
清
広
美
、
宮
本
敬
江
、
後

藤
万
有
美
、
田
村
早
苗
、
阿
木
幸
子

▽
曲
目
＝「
か
や
の
木
山
」「
砂
山
」ほ

問

時

内

か
▽
朗
読
＝
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
ほ
か

 

八
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

方
南
・
和
泉
地

域
集
会
施
設
運
営
協
議
会
事
務
局
緯

５
３
０
０
倆
９
４
１
２

セ
シ
オ
ン
杉
並
ま
つ
り 

２
０
０
８
参
加
者
募
集

　

６
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
に
開
催
す

る
セ
シ
オ
ン
杉
並
ま
つ
り
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
 

①
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ー
プ
発
表
②
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展
示

＝
Ａ
＝
壁
（
パ
ネ
ル
三
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一

二
〇
唖
）、
Ｂ
＝
机
（
一
八
〇
唖
×
一

定

費

申

問

内

三
五
唖
）、
Ｃ
＝
壁
（
パ
ネ
ル
三
六
〇

唖
×
一
二
〇
唖
）
と
机
（
三
六
〇
唖

×
四
五
唖
）
③
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

①
②
は
セ
シ
オ
ン
杉
並
に
登
録
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
同
セ
ン
タ

ー
の
地
域
に
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
③
は

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
業

者
出
店
不
可
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①
ホ
ー
ル
八
組（
７

日
の
み
、
三
年
連
続
出
演
不
可
）、
和

室
各
日
三
組
②
Ａ
＝
一
二
グ
ル
ー

プ
、
Ｂ
＝
六
グ
ル
ー
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、
Ｃ
＝
一
〇

グ
ル
ー
プ
③
各
日
一
六
区
画
（
い
ず

れ
も
抽
選
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①
②
無
料
③
一
〇
〇

〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
い
ず
れ
も
７

面
下
記
入
例
参
照
）
に
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①
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ル

対
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名
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代
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話
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号
・
ホ
ー
ル
か
和
室
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希
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日
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ー
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所
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号
・
作
品
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種
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方

法
の
希
望
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
か
ら
一
つ
）

③
は
希
望
日
・
出
店
品
目
も
書
い
て
、

３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
高
円
寺

３１

地
域
集
会
施
設
運
営
協
議
会
へ 

同

協
議
会
事
務
局
緯
３
３
１
７
倆
６
６

１
４ 

説
明
会
と
抽
選
会
に
は
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い
（
①
は
４
月　
２０

日
㈰
午
後
１
時
と
５
月　

日
㈰
午
前

１８

　

時
、②
は
４
月　

日
㈰
午
前　

時
、

１０

２０

１０

③
は
５
月　

日
㈰
午
後
１
時　

分
）

１８

３０

捌
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

音
と
感
覚
で
楽
し
む
自
然

　
「
４
月
の
季
節
を
伝
え
る
音
は
？
」

「
香
り
は
？
」。エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
三

宮
さ
ん
は
幼
稚
園
入
園
直
前
に
失
明

し
、
以
来
、
音
と
感
覚
で
世
界
を
感

じ
て
い
ま
す
。
特
に
鳥
の
さ
え
ず
り

か
ら
自
然
を
立
体
的
に
と
ら
え
、
世

界
を
「
感
じ
る
」
楽
し
さ
、
す
ば
ら

し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
講
演
で

は
「
実
験
」
を
交
え
、「
自
然
の
感
じ

方
」
を
お
話
し
し
ま
す
。
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日
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後
２
時
〜
４
時

１２

 

三
宮
麻
由
子
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日
本
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六
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名
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７

面
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記
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例
参
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）
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、
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日
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（
必
着
）
ま
で
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荻
窪
地
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集
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事

務
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３
３
９
８
倆
９
１
２
７

問

他
時

師

定

費

申

問

〈３～５月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

捌永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３　和泉３‐８‐１８）

害無料３月２９日㈯
午前１０時３０分～１１時３０分

絵本とともだち～絵本の読み聞かせと手遊びで、楽しく過
ごしましょう／山口陽子

（参加自由・幼児は保護者の付き添いが必要）

３月２４日２０００円
４月８日㈫・２２日㈫
午前９時４０分～午後０時
３０分（計２回）

家庭で本場の韓国料理を～韓国の食文化にふれてみません
か。家庭料理や薬膳茶など味わってみましょう／ミセスカ
ンホームキッチン主宰・姜朋子（かんぶんじゃ）　　（２４）

４月３日
１００円
（保険料
含む）

４月１７日㈭・２４日㈭
午前１０時～正午（計２回）

護身術講座～簡単ですぐに役立ちます。体力・年齢・男女
を問わずひったくり・暴漢・ストーカーなどから身を守る
方法を学びませんか／岡崎啓太郎　　　　　　　　　（２０）

３月２２日
１００円
（保険料
含む）

４月５日㈯
午前９時３０分～１１時３０分

トレーニング機器利用講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真１枚３㎝×２．５㎝・室内履き・タオル
持参）／山崎妙子（１５歳以上で中学校を卒業している方・１２）

害
１００円

（使用料）
４月５日㈯

正午～午後１時
トレーニング相談～トレーナーが指導と相談に応じます。
／山崎妙子　　　　　　　（講習会修了者対象・先着１０名）

捌高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

３月２４日１００円
４月４日㈮・１１日㈮・１８日㈮
午後１時３０分～３時３０分
（計３回）

世界遺産シリーズ「熊野古道」～毎回、各分野の専門の講
師より熊野古道の歴史と魅力並びになぜ世界遺産に選ばれ
たかを学びます／速水盛康・山本殖生・坂本勲生　　　（４０）

３月３１日
１００円
（保険料
含む）

４月１８日㈮
　　　　   午前１０時～正午

初めての調整体操～全身のバランスを整えて体のゆがみを
取り、より正常な体の動かし方を教えます。簡単で無理の
ない体操です。室内履き持参／ティップネス中野　　（３０）

３月２４日
３００円
（貸靴代
毎回３００円）

４月７日㈪・１４日㈪・２１日㈪
午前１０時～正午（計３回）

初心者ボウリング教室～正しいフォームでストライク！
（会場＝荻窪ユアボウル）ボール・靴の持ち込み不可。動
きやすい服装で／荻窪ユアボウルインストラクター　（４０）

捌荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

３月２３日３００円
４月４日㈮・１１日㈮・１８日
㈮・２５日㈮
午前１０時～正午（計４回）

ラージボール卓球を楽しもう／スポーツの春、気持ち良く
体を動かしましょう。運動しやすい服装でスポーツシュー
ズを持参（ラケットの用意あり）／内田雅子　　　　（２２）

３月２３日３００円４月１０日㈭
午前１０時～午後２時

善福寺川緑地公園の植物観察と野草を味わう～野草を観察
しながら歩き、センターに戻って持参の弁当を食べつつ、
揚げたての春の味を楽しみます／山室京子　　　　　（３０）

捌本天沼区民集会所（申し込みは、荻窪地域区民センターへ）

４月７日
８００円
（資料・
材料費）

４月１７日㈭・２４日㈭
午後１時３０分～３時３０分
（計２回）

紅茶教室「美味しい紅茶の入れ方」～基礎知識と入れ方の
実習。楽しいティータイムもあります／石橋伊久美　（２０）

捌西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）※託児は１人５００円（子育て応援券利用可）

３月２７日
５００円
（資料代
含む）

４月７日㈪・１４日㈪・２１日㈪
午前１０時～正午（計３回）

与謝野晶子を読む～長詩『君死にたまふこと勿（なか）れ』
や歌集『みだれ髪』で知られる情熱の歌人・与謝野晶子の作
品を読み、その生涯を紹介します。託児あり／平出洸（４０）

４月９日
１５００円（子
育て応援券
利用可）

４月２６日㈯
午後１時３０分～３時３０分

子どもが喜ぶクッキング講座⑤～子どもが大好きないちご
ジャム、ムースなどを作ります。託児あり（一緒に試食可）
／帽田順子　　　　　　　（３歳～小学生と保護者・１５組）

４月１０日２００円
（資料代）

４月１８日㈮・２５日㈮、５月
２日㈮
午前１０時～正午（計３回）

ことばを学び・ことばと遊ぶ～日本語が乱れていると言わ
れています。陥りやすい言葉の誤用を避けるとともに、美
しい字を書くコツを学びましょう。託児あり／望月努（４０）

捌井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

４月１日１００円４月１２日㈯・１９日㈯
午前１０時～正午（計２回）

日本の名城～日本の城の歴史と、代表的な城の魅力を紹介。
歴史考証イラストの専門家が写真と復元イラストを使って
解説します／日本城郭史学会委員・香川元太郎　　　（４０）

３月２５日８００円（保
険料含む）

４月９日㈬
午前９時３０分～正午

手作りパスタに挑戦！～美味しいソースとデザートを作っ
てランチをしませんか／村上ひろ子　　　　　　　　（１６）

害害無料４月１２日㈯・２６日㈯
受付＝午後１時３０分～３時

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（実費が
かかる場合があります）／安井昌徳

捌高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

４月３日
１２０円

（参加費・
保険料）

４月１６日㈬
午前１０時～午後１時

４月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真３㎝×２.５㎝１枚、運動しやすい服
で靴、タオル持参）／高橋悦子
　　　　　　　（１５歳以上で中学校を卒業している方・１０）

害害無料４月３日㈭・１０日㈭・２４日㈭
午後３時３０分～４時

おはなしひろば～絵本の読み聞かせ、手遊びなど／ジルベ
ルト、ポエム、ムーミン母親クラブ
　　　　　（幼児・小学生、幼児は保護者の付き添い必要）

３月２０日１００円
４月２日㈬・９日㈬・１６日
㈬・２３日㈬午前１０時～正午
（計４回）

中国語（北京語）講座～北京オリンピックに向けてニーハ
オ／呉雅麗（ごがれい）　　　　　　　　　　　　　（３０）
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【往復ハガキ記入例】〈１人１枚〉
①行事名②住所③氏名（フリガナ）
④年齢⑤電話番号⑥返信用の宛先を
記入。託児のある行事は子どもの氏
名・年齢も書いてください。

永福和泉地域区民センター緯５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８蒋第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所緯３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８蒋第１・第３水曜日

下高井戸区民集会所緯５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１蒋第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
緯３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２蒋第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所緯５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１蒋第１・第３月曜日

西荻南区民集会所緯３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３蒋第２月曜日
井草地域区民センター緯３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２蒋第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所緯３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３蒋第２・第４火曜日

八成区民集会所緯３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２蒋第２水曜日

高井戸地域区民センター緯３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５蒋第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所緯３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５蒋第２・第４月曜日

高円寺北区民集会所緯３３３０－７２５５
〒１６６－０００２　高円寺北３－２５－９蒋第２・第４月曜日

阿佐谷地域区民センター緯３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７蒋第２・第４火曜日、第３水曜日

梅里区民集会所緯３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０蒋第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター緯３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０蒋第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所緯５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０蒋第１・第３月曜日
西荻地域区民センター緯３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２蒋第２・第４水曜日、１１日

紫
根
染
め
で 

絹
布
シ
ョ
ー
ル
を
つ
く
る

　

武
蔵
野
を
象
徴
す
る
植
物
、
冠
位

十
二
階
の
最
高
貴
色
、
江
戸
む
ら
さ

き
な
ど
と
し
て
知
ら
れ
る
ム
ラ
サ
キ

の
根
（
紫
根
）
に
よ
る
染
色
で
、
絹

布
の
シ
ョ
ー
ル
（
一
七
五
唖
×
五
五

唖
）
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

４
月　

日
㈯
・　

日
㈯
午
前　

１２

１９

１０

時
〜
正
午
（
計
二
回
） 

科
学
館

（
清
水
３
們
３
們　

） 

染
色
工
芸

１３

家
・
佐
藤
弘
幸 

二
〇
名
（
抽
選
）

 

二
〇
〇
〇
円
（
材
料
費
・
資
料
代
・

保
険
料
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
下
記
入

例
参
照
）
で
、
３
月　

日
（
必
着
）

２４

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ 

井
草
地
域

集
会
施
設
運
営
協
議
会
事
務
局
緯
３

３
０
１
倆
７
７
２
３
（
月
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

時

場
師

定

費

申

問

威

慰

惟
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荻
窪
駅
か
ら
線
路
沿
い
に
西
へ

歩
く
と 
光
明
院 
の
門
に
つ
き
当
た

こ
う
み
ょ
う
い
ん

り
ま
す
。
そ
の
光
明
院
か
ら
境
内

の
供
荻
の
小
径
僑
を
通
っ
て
西
に

広
が
る
静
か
な
地
域
が
上
荻
親
和

会
の
住
宅
地
で
す
。
上
荻
四
丁
目

の
荻
窪
八
幡
神
社
ま
で
一
六
の
班

に
分
か
れ
て
、
班
長
、
副
班
長
三

二
名
の
役
員
が
毎
月
６
日
に
集
ま

り
、
話
し
合
い
を
重
ね
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
が
あ
る
上
荻
会
館

　

大
き
な
特
徴
と
し
て
、供
上
荻
会

館
僑
が
あ
る
こ
と
で
す
。
事
務
所

の
ほ
か
、
舞
台
が
つ
い
て
い
る
大

き
な
ホ
ー
ル
と
集
会
に
使
う
四
つ

の
和
室
が
あ
り
、
会
員
の
利
用
で

い
つ
も 
賑 
わ
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー

に
ぎ

ル
は
親
和
会
主
催
の
定
期
総
会
、

敬
老
会
、
新
年
会
、
役
員
会
な
ど

に
利
用
、
さ
ら
に
大
勢
の
会
員
が

集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
催
し
も
の
な

ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
、

会
員
の
共
有
財
産
で
す
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
「
敬
老
会
」

　
　

月
に
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
は

１０
上
荻
親
和
会
の
行
事
の
な
か
で
一

番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。　

歳
７０

以
上
の
方
に
招
待
状
が
送
ら
れ
、

記
念
品
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
ふ
だ
ん
会
館
で
練
習
を

重
ね
て
き
た
方
々
の
出
演
に
よ

り
、
日
本
舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
を
舞
台
で
披
露
し
、
来
場
者
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
童
謡
を
来
場

の
皆
さ
ん
全
員
で
歌
っ
て
終
わ
る

の
が
定
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。

連
携
を
強
め
る
た
め
に

　

災
害
に
備
え
、
防
災
会
が
中
心

に
な
っ
て
防
災
訓
練
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
消
火
器
や
ポ
ン
プ
操

法
は
、
会
館
隣
の
公
園
で
放
水
訓

練
を
実
施
。
炊
き
出
し
訓
練
は
、

ホ
ー
ル
で
賑
や
か
に
か
つ
真
剣
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
家
屋
の
建
て
直
し
に
よ

る
集
合
住
宅
な
ど
の
新
し
い
会
員

の
増
加
に
よ
り
、
会
員
相
互
の
つ

な
が
り
が
と
も
す
る
と
希
薄
に
な

り
、
災
害
時
の
避
難
、
救
助
の
障

害
と
も
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
上
荻
親
和
会
が
担
う
役
割
と

し
て
、
町
内
住
民
の
い
っ
そ
う
の

連
携
が
求
め
ら
れ
る
年
で
も
あ
り

ま
す
。　

（
副
会
長　

上
條
恭
子
）

住
み
よ
い
町
を
目
指
し

住
み
よ
い
町
を
目
指
し
てて

上
荻
親
和

上
荻
親
和
会会

●
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人

●
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人
公公

　
　

年
４
月
２
日
以
降
に
新
た
に
区

１９
の
介
護
保
険
第
一
号
被
保
険
者
に
な

っ
た
方
の
う
ち
、受
給
す
る
年
金（
老

齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
の
年
額
が
一

八
万
円
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
介
護

保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）

を
開
始
し
ま
す
。
区
で
は
、
４
月
・

６
月
・
８
月
・　

月
の
年
四
回
、
新

１０

規
対
象
者
の
特
別
徴
収
を
始
め
ま

す
。

　

今
回
、
３
月
中
に
４
月
か
ら
特
別

徴
収
が
開
始
と
な
る
方
あ
て
に
通
知

を
発
送
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
の
条

件
は
、
原
則
と
し
て
、　

年
４
月
２

１９

日
〜　

月
１
日
に
「
年
金
が
新
規
裁

１０

定
さ
れ
た　

歳
以
上
の
方
」、「
年
金

６５

が
既
に
裁
定
さ
れ
て
い
て　

歳
に
な

６５

っ
た
方
」、「
杉
並
区
に
転
入
し
た　
６５

歳
以
上
の
方
」
で
す
。

　

４
月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
る
方
は

３
月
分
ま
で
納
付
書
・
口
座
振
替
で

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
が
、
４
月

分
か
ら
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
か

ら
二
カ
月
分
ず
つ
天
引
き
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
通
知
に
は
、
４
月
・

６
月
・
８
月
の
特
別
徴
収
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は　

年
度

１９

区
民
税
等
を
も
と
に
算
定
し
た
仮
徴

収
額
で
す
。
７
月
に
、　

年
度
区
民

２０

税
等
を
も
と
に
本
算
定
し
た
介
護
保

険
料
額
の
通
知
を
、
改
め
て
お
送
り

し
ま
す
。

　

６
月
以
降
に
特
別
徴
収
が
始
ま
る

方
に
つ
い
て
も
、
順
次
通
知
を
お
送

り
す
る
予
定
で
す
。

〈ゆうゆう館（旧敬老会館）の催し〉
費　用日　時内　容ゆうゆう館

各８０００円
（テキスト
代含む）

①４月２日～２３日の毎週
水曜日②４月５日～２６日
の毎週土曜日午後１時～
３時（計４回）

パソコン基礎、文
字入力からインタ
ーネットまで

四宮館
（上井草２崖２８崖３
緯・胃３３９６崖７６９２）

６０００円
４月８日～６月２４日毎週
火曜日午前１０時～正午
（計１２回）

初心者麻雀サロン
（申し込みは３月
１８日まで）

桃井館
（桃井１崖３５崖２
緯・胃３３９９崖５０２５）

１回１０００円
（材料費
含む）

４月２６日㈯から毎月第４
土曜日午前１０時～正午
（計５回）

おとなの図工
「ものづくりにふ
れてみよう」

善福寺館
（善福寺２崖２６崖１８
緯・胃３３９４崖８９６３）

無料
４月２７日㈰から毎月第４
日曜日午前１０時～正午
（１人３０分程度）

パソコンお困り解
消相談
（時間予約制）

浜田山館
（浜田山４崖１８崖３１
緯・胃３３１５崖７８１５）

①５００円
②無料

４月１２日㈯
①午前１０時～正午、午後
１時～３時
②午後４時～６時

春だ外祭りだ外野
点で一服
①野点ほか
②昔遊びほか

今川館
（今川４崖１２崖１０
緯・胃５３０３崖１５０１）

※申し込み、問い合わせは、各ゆうゆう館へ。

介
護
保
険
料
の
特
別
徴

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収収

　

杉
い
き
連
大
学
は
、
高
齢
者
の
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
で
楽

し
く
勉
強
し
、
教
養
の
高
揚
や
展
示
会

な
ど
に
向
け
て
生
き
生
き
と
励
ん
で
い

ま
す
。
月
一
、
二
回
の
授
業
で
無
理
な

く
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
い
ま　

年
度
前
期
の
受
講
者
を

２０

募
集
し
て
い
ま
す
。
見
学
し
て
か
ら
の

受
講
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
 

・ 

・ 

下
表
の
と
お
り 

区
内

在
住
で　

歳
以
上
の
方 

い
ず
れ
も
若

６０

干
名 

年
間
一
万
二
〇
〇
〇
円
、
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
一
万
円（
前
期
・

後
期
で
分
納
） 

・ 

電
話
で
、
太
田

緯
３
３
３
２
倆
２
２
７
２
へ
（
先
着
順
）

 

内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

時

場

内

対

定

費

申

問

他

〈杉いき連大学前期〉
会　場月　日内　容

高齢者活動支援センター
（高井戸東３崖７崖５）

第１・３土曜日午後１時～３時国文学

第１・３火曜日午後１時～３時水墨画

第２・４土曜日午前１０時～正午
または午後１時～３時書　道

ゆうゆう高円寺北館
（高円寺北３崖２０崖８）第４水曜日午後１時～３時俳　句

　

年
度
前
期
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

２０

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係
へ
。

　ささえあいサービスは、地域の中で手助けがで
きる方（協力会員）が、手助けをして欲しい方（利
用会員）の援助をする会員制の組織です。会員登
録後、基本的な研修会があり、保険も完備してい
ますので、安心して活動できます。
◇ホームヘルプサービス
　 家事援助（食事の支度･掃除・洗濯・買い物
など）、介護援助（外出介助・身辺介助など）渇謝礼＝家事援助＝１時間
８００円（早朝・夜間１０００円）、介護援助＝１時間１０００円（早朝・夜間１２００
円） 年齢・資格・住所は問いません
◇ファミリー・サポート
　 保育園・学校施設への送迎とそれに伴う子どもの預かり、保護者の
急用時などの子どもの預かり渇謝礼＝１時間８００円（早朝・夜間１０００円）
 心身ともに健康な２０歳以上の方

害害〈いずれも〉害害
　 ・ 電話で、梢福 杉並区社会福祉協議会ささえあい係緯５３４７崖３１３１へ
 利用会員についても、同係へお問い合わせください

内

対

内

対

申 問

他

杉
い
き
連
大
学

ささえあいサービス協力会ささえあいサービス協力会員員
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追
加
募
集
す
る
置
場（
左
図
参
照
）

煙
西
武
新
宿
線
上
井
草
駅
（
南
側
）

煙
京
王
井
の
頭
線
西
永
福
駅
（
Ｂ
２
ブ

ロ
ッ
ク
）

煙
京
王
井
の
頭
線
富
士
見
ケ
丘
駅
（
北

側
）

申
し
込
み
・
受
け
付
け

　

３
月　

日
㈬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

１９

　

必
要
書
類
（
左
下
表
参
照
）
を
持
参

（
コ
ピ
ー
可
）
し
、
交
通
対
策
課
自
転

車
対
策
係
（
区
役
所
西
棟
五
階
）
へ
。

　

申
請
で
き
る
の
は
、
一
人
に
つ
き
一

駅（
一
台
）。
重
複
し
て
利
用
申
請
が
あ

っ
た
場
合
は
承
認
を
取
り
消
し
ま
す
。

利
用
期
間

　

４
月
１
日
～　

年
３
月　

日

２１

３１

対
象 

（
①
〜
③
す
べ
て
を
満
た
す
方
）

①
区
内
ま
た
は
隣
接
す
る
区
市
に
住
所

ま
た
は
通
勤
・
通
学
先
な
ど
が
あ
る
方

②
通
勤
ま
た
は
通
学
な
ど
の
た
め
、
駅

ま
で
の
往
復
に
自
転
車
を
利
用
す
る
方

③
住
居
か
ら
駅
ま
で
、
ま
た
は
駅
か
ら

通
勤
・
通
学
先
な
ど
ま
で
距
離
が
、
区

で
定
め
た
基
準
を
超
え
て
い
る
方
（
駅

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
宅

か
ら
駅
ま
で
の
通
勤
途
中
に
保
育
園
へ

送
迎
す
る
場
合
は
、
距
離
制
限
を
緩
和

し
ま
す
）

※
通
勤
・
通
学
の
ほ
か
、
学
習
塾
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
・
幼
稚
園
の
送

迎
・
通
院
・
介
護
で
週
三
日
以
上
自

転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
も
右
記
の
三

つ
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
登
録
を
承

認
し
ま
す
（
該
当
す
る
方
は
、
必
要

書
類
に
つ
い
て
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
）。買
物
な
ど
で
の
登
録
は
で
き
ま

せ
ん
。

〈申し込みに必要なもの・登録手数料〉
登録手数料必要書類（写しでも可）対　象

４０００円

①現住所の確認ができるもの（保険証、
運転免許証、区民証、住民票など）
②通勤・通学先の確認ができるもの（定
期券、社員証、在勤証明書、学生証、内
定通知など）

全　員

 ※登録手数料の減額・免除を申請する方は、上記のほかに次の書類が必
要です。

２０００円
（減額後の
金額）

生年月日が確認できるもの（保険証、免
許証、住民票など）

４月１日現在、
小・中学生、また
は６５歳以上の方

免除
身体障害者手帳、保健福祉手帳、愛の手
帳、被爆者健康手帳、保護証明書（生活
保護受給者）、難病指定医療券など

障害者手帳など
をお持ちの方

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

◇
杉
並
の
魅
力
を
発
信
す
る
親
善

大
使
「
な
み
す
け
」

　

す
ぎ
な
み
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
な
み
す
け
」
は
、
杉
並
の
ま

ち
の
個
性
や
文
化
な
ど
を
杉
並
の

魅
力
と
し
て
内
外
に
発
信
し
て
い

く
「
す
ぎ
な
み
の
輝
き
度
向
上
」

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
す
。

　

区
で
は
、
区
民
と
区
と
を
や
さ

し
く
つ
な
ぐ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
、
区
の
広
報
媒
体
に
「
な
み
す

け
」
を
登
場
さ
せ
て
様
々
な
事
業

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
ぬ
い
ぐ

る
み
や
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
も

製
作
し
、
区
民
の
方
々
か
ら
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
に
、「
な
み
す
け
」
の

１０

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
版
権
管
理
事
業
者

が
編
集
・
制
作
し
た
公
式
ブ
ロ
グ

「
て
く
て
く　

な
み
す
け
」 

ht
tp
://b
lo
g
.live
d
o
o
r.jp
/te

ku
te
ku
n
a
m
isu
ke
/

が
始
ま

り
し
ま
し
た
。
ブ
ロ
グ
で
は
、
な

HP

み
す
け
が
杉
並
区
を供
て
く
て
く
僑

探
検
し
て
、「
す
ぎ
な
み
の
輝
き

度
」
を
高
め
る
よ
う
な
場
所
や
お

店
、
ま
ち
の
人
た
ち
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、「
な
み
す
け
」
を
区
内

の
お
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積

極
的
に
活
用
し
て
い
く
と
と
も

に
、
母
子
健
康
手
帳
や
子
育
て
応

援
券
に
も
登
場
さ
せ
る
な
ど
、
な

み
す
け
と
杉
並
の
魅
力
が
人
か
ら

人
へ
伝
播
す
る
よ
う
な
展
開
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　「なみすけ」は、日本にほど近い海の
島に住む、恐竜のような妖精です。
　ある日、船に忍び込んだことがきっか
けで東京湾にたどり着き、故郷に似た緑
豊かな杉並区に住み着きました。背中の
ひだで空気をきれいにして、仲間たちを
杉並に呼べる日を楽しみにしています。
性格：好奇心旺盛、ほがらか
好物：おいしい空気、りんご
趣味：散歩、人間観察

　区では、「杉並行政サービス民間事業化提案制度」に基づいた
２０年度提案公募を、４月１４日から６月１３日を公募期間として、準
備を進めているところです。詳細は、４月初旬までに公表を予定
している公募要項でお知らせしますが、募集に先立ち、参考とな
る資料を区ホームページの「区政資料」に掲載しています。
　また、提案の応募を検討する事業者の方が、区の事務事業の詳
細な内容について資料だけではわかりにくいときには、所管課に
照会したり、直接面会して説明を受けることができます。
　 企画課行政管理担当問

２０年２０年度度「杉並行政サービス民間事業「杉並行政サービス民間事業化化
提案制度」提案制度」にに基づく提案事業の公基づく提案事業の公募募
害参考資料公表中。区への照会、区との面談受付中害

登
録
制
自
転
車
置
場
の
利
用
申
請

登
録
制
自
転
車
置
場
の
利
用
申
請
をを

追
加
で
受
け
付
け
ま

追
加
で
受
け
付
け
ま
すす

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
交
通
対
策
課
自
転
車
対
策
係
へ
。

２０年度

WC

◇計画の目的
　切迫性が指摘されている南関東地域における直下型
地震による震災から区民の生命や財産を守るため、区内
の住宅、建築物の耐震化を総合的、計画的に促進するこ
とを目的とします。
◇耐震化促進の考え方と目標
　耐震化の取り組みは、住宅や建築物などの所有者自ら
が行うことを基本とします。区は区立施設の耐震化に努
めるほか、住宅などの耐震化を進める区民、地域住民の
取り組みを支援します。
　区内の住宅や建築物の耐震化の目標を９０％とします。
◇計画の期間
　２０年度〜２７年度までとします。

◇耐震化促進のための取り組み
猿震災時に重要な区立施設の耐震化
猿地震時に閉塞を防ぐべき道路の沿道建築物の耐震化
猿木造住宅密集地域のうち、大きな被害が予想される地
域の耐震化
猿住宅所有者からの求めに応じて専門家を派遣したり、
耐震診断や改修の助成
◇総合的な施策
猿地震防災地図の作成
猿耐震改修工法の紹介など区民への情報提供
猿建物の耐震化だけでなく、通学路沿道などのブロック
塀などの状況調査

西武新宿線 至井荻

「杉並区耐震改修促進計画（案）」を策定しました
住宅や建築物の耐震化を図ることで、震災から区民の生命と財産を守るとともに、災害に強い安全な
まちづくりを進めることを目的として、「杉並区耐震改修促進計画（案）」を策定しました。案の概要は
下記のとおりです。「杉並区自治基本条例」に基づく区民等の意見提出手続により、皆さんのご意見を
うかがいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　害害問い合わせは、建築課へ。

①ハガキ、ファクスまたは
閲覧場所にある意見用紙に
書いて、郵送またはファク
スで３月２５日までに建築課
胃５３０７崖０６９０へ。
②ご意見には、住所・氏名
（在勤の方は勤務先の名称
と所在地、在学の方は学校
名と所在地）、事業者の方は
事業所の名称と所在地、代
表者の氏名も書いてくださ
い。
③区ホームページの電子掲
示板に、ご意見を書き込む

こともできます。
【開設期間】３月１１日㈫〜２５日㈫
【閲覧場所】建築課（区役所西棟
３階）、区政資料室（区役所西棟２
階）、区民事務所・分室、駅前事務
所、図書館のほか、区ホームペー
ジでもご覧になれます
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　 産業経済課問

▲「なみすけ」だけでなく、妹の「ナ
ミー」や「なみきおじさん」も登
場しています


